
栗　谷（く　りや）遺　跡　特　集

平成12年以来、しばらく休刊状態が続

いていました「理やちよ」ですが、久し

ぶりの発刊となりました。今回は八千代

市の北東部に所在する八千代カルチャー

タウンの開発事業に関連した埋蔵文化財

調査が、調査報告書の刊行を含めて終了

したことをきっかけとしまして、その中

の一つである、栗谷遺跡を少しばかり紹

介したいと思います。・

【栗谷遺跡の位置】　栗琴遺跡は、八千

代市北東部の保品地区に所在し、遺跡北

側に新川を望む、台地の先端から平坦部

に位置しています。台地は印旛沼にほど

近く、二つの谷津に囲まれた舌状台地で

標高は約20～24mです。現在は住宅地と

東京成徳大学が建設され、発掘調査前と

は、景色が→変しています。栗谷遺跡と

同じ開発目的で調査された周辺の遺跡と

しては、上谷（かみや）遺跡、役山東（

やくやまひがし）遺跡、向境（むかいさ

かい）遺跡、境堀（さかいはり）遺跡な

どがあり（別図参照）、開発範囲を越え

てもなお、遺跡が広がっていることが知

られています。‾

【遺跡の概要】　栗谷遺跡は、縄文時代

～近代に至るまで実に様々な時代の住居

や土器が出土しています。栗谷遺跡は一

つの台地全体を調査することができ、ど

の時代を見ても、その時代のムラの姿を

全体として知ることのできる数少ない遺

跡と言えます。特に弥生時代では大きな

成果を挙げました。弥生時代中期では、

竪穴住居跡が5軒と方形周溝墓と呼ばれ

るお墓が11基調査され、集落を住まいと

お墓の両面から考えることができました。

また、後期では、住居跡の総計は92軒に

のぼり、印旛沼南岸（八千代市・佐倉市

成田市）で最大級の弥生時代後期の集落

遺跡となりました。
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【出土遺物の概要】　調査された竪穴住

居跡等の時代と同様に、縄文土器～平安

時代に至る土器をはじめ、石器や金属製

品など様々なものが出土しました。

特に注目されるのは、やはり弥生時代

後期の土器群でしょう。印旛沼沿岸の弥

生土器の特徴として、嚢の胴体部分に縄

目模様をつけ、口の部分を輪積みの段段

模様をつけることが挙げられます。栗谷
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様々な模様のある弥生土器がたくさん出土しました。
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栗谷遺跡出土の弥生土器

（弥生時代後期）
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遺跡でもそうした特徴をもつ土器がたく

さん出土しました。ただ、そうした土器

の中に、栗谷遺跡ならではの模様や形を

した土器も有りそうなことも判ってきま

した。これからの検討が楽しみな所でも1

あります。

皆さんも、これをきっかけとして、栗

谷遺跡のこと、八千代市の弥生時代のこ

となどを考えてみてはいかかでしょう。

一編集後記一

久々の発行となりました。また、

定期的に発行できるように努力しま

す。今後ともよろしくお願いします
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